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検 索名古屋市会
　2月定例会は、2月19日から3月21日までの31日間にわたって開かれ、
令和7年度予算などの市長提出案件103件、議員提出議案7件についての
審議などを行いました。

２月定例会特集号
2月定例会の日程（概要）

会派の
略称説明

自由民主党名古屋市会議員団 　　　　名古屋民主市会議員団 　　　　公明党名古屋市会議員団 　　　　減税日本ナゴヤ　　　　　　
日本共産党名古屋市会議員団  　　　 なごや陽向の会  　　　  なごや創政会 　　　  新生会　　　　 日本維新の会名古屋市会議員団

自民 民主 公明 減税
共産 陽向 維新創政 新生

提出案件の賛否については、２・３面をご覧ください。

■「令和7年度名古屋市一般会計予算」はじめ令和7年度各会計予算17件については、全会一致または賛成多数により、いずれも原案どおり
可決しました。
➡「令和7年度名古屋市一般会計予算」については、採決に先立ち、共産、新生から反対討論が行われました。
　（反対理由）共産：非常に厳しい財政状況の中、大金持ち優遇の市民税減税を継続し、市民の暮らしのための財源を約102億円奪っていることなど
　　　　　　新生：千種区の図書館の整備について、経緯やコスト、バリアフリーなどの問題があること

令和7年度予算を可決（3兆2,166億円）
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会
閉 

会

2/19
本会議

市長提出案件について
市長より提案説明

3/11～19
常任委員会
令和7年度予算及び
関連議案などについて

審　　査

3/5～10
本会議

代表質問・個人質問
(→詳細は、２･３面)

令和7年度予算に関係の
ない案件について議決など

3/21
本会議

令和7年度予算
及び関連議案
などについて議決

2/27～3/4
常任委員会
令和7年度予算に
関係のない

案件について審査

2/26
本会議

個人質疑
（→詳細は、3面）

一般会計
市民の福祉と健康

医学部附属病院群における次期病院情報システム
の更新に対する補助金（33億9,300万円）
患者の利便性向上、職員の働き方改革の促進等を
実現するための次期病院情報システムを更新する

保育所等利用待機児童対策（15億5,212万円）
地域で実績のある既存施設の老朽改築等により、
令和８年４月の待機児童ゼロに向けて、必要な利用枠
の確保・維持を図る

都市の安全と環境
白鳥地区の魅力向上（1億8,000万円）

名古屋国際会議場の改修事業に合わせ、白鳥公園
及び堀川白鳥プロムナードのリニューアルを行う

気候変動を踏まえた治水計画の検討
（6,500万円）

気候変動の影響で増大する水害リスクから、市民の
命を守るための治水計画の見直しに向けた検討を
行う

市民の教育と文化
高等学校等給付型入学支援金の支給

（3億3,819万円）
経済的に就学の支援が必要と認められる者に対し、
高等学校等入学時の費用を給付する制度を創設する

星が丘図書館（仮称）の整備（3億2,089万円）
千種、東、守山、名東区の中核館となるアクティブ

ライブラリーとして、星が丘図書館（仮称）を整備する

市街地の整備
桜通の道路空間再整備（2,500万円）

名古屋駅前広場とつながる桜通を再整備し、新たな
“名古屋の顔”となる風格や賑わいのある道路空間の
創出を目指す

臨海部防災区域の見直し（2,100万円）
高潮防波堤等の整備が進み、近年公表された浸水
予想では、伊勢湾台風時等と比べ浸水被害が異なる
ことから、必要な調査等を実施

市民の経済
大河ドラマを契機とした観光の推進

（3億9,959万円　※債務負担行為2億8,000万円）
大河ドラマに係る歴史観光推進施設を整備し、
市内、県内の周遊を促し、観光消費の喚起等の活性化
を図る

愛・地球博20周年記念行事の開催（3,400万円）
愛・地球博の理念・成果の継承とともに、本市の多彩な

魅力を発信することを目的として20周年記念行事を開催

人権と市民サービス
マイナンバーカードサービスコーナー等の設置

（1億8,701万円）
マイナンバーカードや電子証明書の有効期限満了

に伴う更新等が多く見込まれるため、市内商業施設に
サービスコーナーの設置等を行う

新たな人権擁護体制整備に係る調査等（2,931万円）
差別事案の発生に対し、実効性のある対応ができる
体制整備のための調査・検討を行う

公営企業会計
電気バスの試行導入(市バス)（9,763万円）
環境負荷を低減するため、電気バスを１両試行
導入し、運用面での課題などを検証する

キャッシュレス化の推進(地下鉄)
（8,481万円　※債務負担行為10億3,686万円）

クレジットカードタッチ決済等の導入に向け、地下鉄自動改札機を改修する

■成立した令和7年度予算の主な施策は次のとおりです。（1万円未満は四捨五入しています。）

■「名古屋市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律施行条例の一部改正について」など40件については、
全会一致または賛成多数により、いずれも原案どおり可決しました。

令和7年度予算の内容について

債務負担行為とは
　複数年度にわたる契約の締
結などにより、翌年度以降に
債務を負う内容をあらかじめ
予算で定めておくものです。

会　計　名
一般会計
特別会計
公営企業会計

合　　計

7年度予算額
1兆6,172億円
1兆1,494億円
4,500億円

3兆2,166億円

対前年度比
＋8.9%
＋6.7%
＋4.4%
＋7.4%

説　明
市税を主な財源とし、福祉、教育、道路・公園の整備など市政の基本的な事業を行っている会計
保険料など特定の収入によって特定の事業を行っており、一般会計と区別して経理する会計

上下水道、市バス、地下鉄事業など、主にサービスを受ける方からいただいた料金で運営している会計



２月定例会　提出案件の賛否

質問・質疑から

以下の市長提出案件 13件について、賛否と結果は下記の表のとおりです。その他の市長提出案件 90件・議員提出議案 7件については、全会一致により可決（承認案件については承認、諮問案件については異議なき旨の答申議決、
人事案件については同意）しました。 なお、各議案の審議経過・結果は、名古屋市ウェブサイト（市会情報）からご覧いただけます。

代表質問（３月5日） 個 人 質 疑

個 人 質 問（３月6日～10日）※質問した日は、♠が3月6日、♦が3月7日、♣が3月10日です。

服部しんのすけ議員 （自民）
全庁的な司令塔機能を発揮する国際交流組織の検討

観光・文化の分野にとどまらず、これまで以上の分
野で交流を広げるため、今後の国際交流を担う体制と
して司令塔機能を発揮する組織で対応すべきでは。

＜その他の質問項目＞
令和７年度予算編成及び今後の財政運営の健全性・持
続可能性、敬老パス利用料の値下げ、名古屋駅周辺の
まちづくり など

令和8年度のアジア・アジアパラ競技大会で名古屋
を国内外へアピールし国際都市としてさらに飛躍する
機会にする必要もある。令和8年度に向け、さまざまな
都市との交流に有効である全庁的な司令塔機能を持つ
組織についてスピード感をもって検討する。（広沢市長）

質問

答弁

うえぞの晋介議員 （民主）
中学校給食費の無償化に向けた課題整理
国に先駆けて学校給食費の無償化を実施すべき

と考えるが、中学校給食における全員給食の実施など
の課題を整理し、準備を整えておくべきではないか。

＜その他の質問項目＞
放課後児童施策の現状と課題、子ども青少年局設立２０
年を踏まえた今後の子ども・子育て支援施策、アジア・
アジアパラ競技大会による名古屋港への影響 など

給食未実施校や給食を喫食しない生徒等に恩恵
がないことを国が課題として指摘している他、スクール
ランチが提供可能な事業者の受注能力などさまざまな
課題があると認識しており、国の動向を注視し持続可
能な中学校給食の在り方を整理し、検討する。（教育長）

質問

答弁

さかい大輔議員 （公明）
不登校児童の小学校における居場所づくりの全市拡大

不登校の低年齢化・長期化が課題だが、小学校内
において安心して学ぶことができる居場所づくりを、
今後どのような考えに基づき全市へ広げていくのか。

＜その他の質問項目＞
避難所の機能強化と備蓄の拡充、市立高等学校体育
館への空調設備の整備、なごやか中学校（夜間中学）
生徒への経済的支援 など

近年は小学校での不登校児童が増加傾向にあり、
中学校段階とは異なる支援方法も必要なため、小学校
でのモデル実施に当たっては、これまでの中学校におけ
る取り組み成果を生かしつつ、小学校段階の特徴を踏ま
えた支援の在り方を検討し、全市に広げたい。（教育長）

質問

答弁

豊田かおる議員 （減税）
敬老パス利用料の値下げに対する認識
本市の敬老パス交付率が低迷している中、今後も

後期高齢者が増える状況において健康長寿に欠かせ
ない敬老パスの利用料の値下げに対する認識は。

＜その他の質問項目＞
子どもたちが行きたくなる学校づくり、これからの名
古屋市をつくる人材、本市における女性の活躍推進　
など

敬老パスは年齢が高くなるにつれ利用回数が減り、
負担金額ほど利用しないことで交付を取りやめる市民が
いると考えるため、利用料の値下げは敬老パスを利用す
るきっかけになると考え、令和７年度にはアンケート調査
をはじめとした検証を進める。（健康福祉局長）

質問

答弁

月森たくや議員 （公明）
老人ホームとケアハウスに関する修繕支援制度の創設

老朽化が進む老人ホームとケアハウスの修繕支援
制度の検討を市長のリーダーシップで加速すべきでは。

両施設は高齢者福祉の増進に欠かせない大きな
社会的役割を果たしており、早期に結論を得られるよう
補助制度創設に関する検討を加速化する。（広沢市長）

質問

答弁

大田とみひこ議員 （減税）
名古屋城西の丸御蔵城宝館の展示を通じた資料の活用

西の丸御蔵城宝館の展示について広報の充実と
ともに、展示で得た調査研究成果等を広く活用しては。

門外不出の「徳川慶勝撮影写真帖」を目玉として
広報に工夫し、研究成果は出版物、城内整備事業等さ
まざまな機会で市民に還元する。（観光文化交流局長）

質問

答弁

上村みちよ議員 （自民）
慢性閉塞性肺疾患（COPD）についてのリスク啓発

リスクに気付く機会が少ないCOPD対策として、
スクリーニングのための質問票の配布等を行っては。

質問票を市内全世帯に配布する「なごや健康ガイ
ド」に令和7年度より掲載する他、特定健診等の会場で
配布するなど、積極的に活用する。（健康福祉局長）

質問

答弁

塚本つよし議員 （民主）
高等専門学校生の名古屋市採用枠の確保
専門的な知識を持ち、即戦力として期待できる高

専の卒業生を本市が採用する際、現状では高卒採用枠
となるが、高専枠を新設するなど、採用枠を改めては。

優秀な人材確保のため、試験制度の改正が必要で
あり、任命権者と共に検討する。（人事委員会委員）

質問

答弁

野田留美議員 （陽向）
中志段味特定土地区画整理事業への対応方針
中志段味特定土地区画整理事業について、組合

への指導監督庁として、工事の遅れをどう取り戻すか。
本市の要望により、令和７年度は組合コンサルタ

ントの人員が大幅増となったところであり、今まで以上
に指導・助言に努め、支援する。（住宅都市局長）

質問

答弁

中村しゅうへい議員 （公明）
粗大ごみの自己搬入の利便性向上

南陽工場の設備更新に伴い、市民が環境事業所に
寄らず直接工場へごみを搬入できるよう検討しては。

令和8年度末の工場稼働に合わせ、ごみの直接搬
入ができるよう課題を精査し進める。また、手数料の
キャッシュレス支払いについても検討する。（環境局長）

質問

答弁

永井ゆり議員 （減税）
子育て支援企業認定・表彰制度の評価項目の見直し

障害のある子の育児へ配慮する取り組みを、子育
て支援企業として評価認定するための項目の中に具
体的に明記し、企業の意識啓発につなげるべきでは。

令和7年度に向け、ご指摘の件も含め、評価項目
の見直しを検討したい。（子ども青少年局長）

質問

答弁

村瀬きよみ議員 （自民）
資源各戸収集の実施に向けた進捗状況
ステーション収集を行っている空きびん等の資源

4品目について、各戸収集の実現に向けた進捗状況は。
令和8年度からモデル事業の実施を予定しており、

その検証を踏まえた方針に基づき令和10年度から順次
着手できるようスケジュールを示したい。（環境局長）

質問

答弁

久田邦博議員 （民主）
都心部における子育て支援・相談・遊び場拠点の整備

子育て家庭の不安感・孤立感解消のための象徴的
な施設とするため、子どもと一緒に行きたくなるように、
子育て支援拠点施設を全面リニューアルすべきでは。
リニューアルに向け、施設の在り方や機能の拡充

等について前向きに検討する。（子ども青少年局長）

質問

答弁

中川あつし議員 （創政）
学校におけるスクールロイヤーの設置
法律的な解釈に及ぶ保護者対応において公正な立

場から対応可能なスクールロイヤーの設置が必要では。
生徒指導に関する事案は複雑かつ多様化してお

り、助言だけでなく、保護者との面談等の業務も担うス
クールロイヤーの設置が必要と考える。（教育長）

質問

答弁

辻まさお議員 （公明）
中小企業支援策の情報発信

支援策を効果的に情報発信するため、市ウェブサイ
トにて補助金等の支援策の活用事例等を掲載しては。

活用事例の掲載は、支援策への理解を深め、活用
促進等に効果が期待できるため、ご指摘の点も踏まえ、
市ウェブサイトの情報掲載を改善したい。（経済局長）

質問

答弁

大谷ともひろ議員 （減税）
出産費用ゼロに向けた取り組み

出産一時金では賄えない出産費用について、本
市独自で新たな負担軽減を行うべきでは。

令和8年度を目途に出産費用の保険適用導入を含
め、出産に関する支援等の強化を進める国の動向を注
視し、慎重に検討する必要がある。（子ども青少年局長）

質問

答弁

沢田ひとみ議員 （自民）
自転車利用環境向上会議の開催を契機とした取り組み

令和7年度の本市開催を子どもたちに交通ルー
ルや自転車の楽しさを知ってもらう契機とするととも
に、名古屋競輪場BMXレースコースとも連携しては。

会議を通じ自転車の魅力を発信し、コースがBMX
の聖地につながるよう検討する。（緑政土木局長）

質問

答弁

おくむら文悟議員 （民主）
名古屋市美術館のリニューアル

市美術館リニューアルの整備手法や施設規模につ
いての考えや、市として目指す整備完了時期の想定は。

市民アンケートの結果等を勘案し、施設規模の拡
大を視野に入れ、整備手法を幅広く検討し、開館45周年
である令和15年度の整備完了を目指したい。（教育長）

質問

答弁

大島英勲議員 （維新）
在宅で医療的ケアが必要な方への非常用電源確保の方針

災害時に在宅で非常用電源が必要なのは、人工呼
吸器使用者に限らない。他都市事例も参考に、正確な実
態把握の上、購入補助事業の対象を拡大すべきでは。

現況やニーズ把握の調査を行い、対象拡大の可能
性も含め、事業の在り方を検討する。（健康福祉局長）

質問

答弁

おか千恵議員 （公明）
避難所におけるキッズスペースの確保
被災した子どもの居場所づくりに向けた避難所の

キッズスペースの確保について、今後の取り組みは。
質問

キッズスペースの確保を地域防災計画や指定避難
所運営マニュアルに反映する他、個別の避難所の施設
配置図にも反映されるよう促す。（防災危機管理局長）

答弁

佐藤ゆうこ議員 （減税）
東区役所整備の新築要望を受けた市長の見解
東区全ての区政協力委員長名で提出された東区役

所の新築整備を求める要望書を受け、市長の見解は。
新築の要望は重く受け止めるが、住民説明会の開

催が必要と考える。その上で、これまで検討してきた案
を比較検討し、総合的に判断したい。（広沢市長）

質問

答弁

藤沢ちあき議員 （自民）
医療証等としてのマイナ保険証の利用拡充
子ども医療証等を持たずマイナ保険証1枚で受診

できる医療機関を増やすため、医療機関への実態調査
で課題を把握し、その上で国への働き掛けが必要では。

質問

医療機関等に聴き取りを行い、実態を把握し、国
に対し補助金の拡充を働き掛ける。（健康福祉局長）
答弁

みつなか美由紀議員 （共産）
上下水道料金の改定による市民負担増への市長の認識

物価高騰で苦しむ市民に、水道料金・下水道使用料
の値上げでさらに負担を強いることに胸は痛まないのか。

水道料金・下水道使用料の改定は、生活や社会を
支える上下水道を将来にわたり安心して使うために必
要なことから、理解願いたい。（広沢市長）

質問

答弁

木下優議員 （公明）
市営住宅一般募集における募集区分の見直し
市営住宅の先着順募集と同様に、一般募集も世

帯向けならびに単身者向けの募集区分を見直しては。
一般募集も令和７年度から募集区分を見直すなど、

単身者の入居機会の拡大を図るとともに世帯での入居
にも配慮した募集制度を検討する。（住宅都市局長）

質問

答弁

神ひろし議員 （自民）
通学路の交通安全対策

通学路の安全対策のため、地元の意見を聞き、関
係局が連携して、予算確保も含めて取り組むべきでは。

通学環境の整備は大変重要な課題であり、継続的
な予算確保とともに、関係局と一丸となった不断の努
力でハード、ソフト両面から施策を進める。（広沢市長）

質問

答弁

日比美咲議員 （民主）
読みたくなる本と図書館において出会う機会の充実

話題の本を誰でも読めるよう一定期間貸し出しせ
ず、図書館で読める取り組みを全図書館で行っては。

児童書について、令和７年度中には全館で一定期
間貸し出しせず館内で読むことができる運用を検討し、
一般書についても、効果的な手法を検討する。（教育長）

質問

答弁

岡田ゆき子議員 （共産）
乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の実施

保育士不足の中、新たな事業の前に保育現場や未
就園児のいる家庭の声を把握する必要があるのでは。

関係団体への説明会等を重ねてきた。また、令和
７年度の調査で家庭の声を聴き、令和８年度の本格実
施に向け、引き続き検討する。（子ども青少年局長）

質問

答弁

岩本たかひろ議員 （自民）
災害対応のデジタル化（防災DX）

能登半島地震ではさまざまなデジタル技術の活用
が効率的かつ効果的な対策につながった。本市でも災害
対策や防災意識向上にデジタル技術を活用すべきでは。

質問

防災DXの考え方を取り入れ、公民連携を強化し、
災害対応力強化、防災人材育成に取り組む。（広沢市長）
答弁

くにまさ直記議員 （民主）
地下鉄運転ゲームの発売に向けた検討状況
話題性と魅力の創出が期待され、復刻を望む声も

ある地下鉄運転ゲームの再発売に向けた検討状況は。
事業者から地下鉄路線をモチーフとした家庭用

ゲーム機ソフトとして発売したいと申し出があり、令和
７年度に発売できるよう必要な協力を行う。（交通局長）

質問

答弁
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市長提出案件①

市長提出案件②

市長提出案件③

提出案件 議決結果
× × ×

× × ×

× × ×

３月５日～１０日の本会議では、３３人
の議員が令和７年度予算はじめ市政全
般に対する各会派代表質問と個人質問
を行い、市長はじめ市当局の考えをた
だしました。
また、２月２６日、３月１０日の本会議
では、提出議案に対する個人質疑をお
こないました。
主な質問・答弁の概要は次のとおり

です。（発言順に記載してあります。）

北角嘉幸議員 （新生）
千種区の図書館整備に係る経費と進め方
旧星が丘ボウル跡地に開設した場合の経費は。住

民訴訟が提起されたが、進め方が良くなかったのでは。
整備費は約18億円、維持費は年間約5千万円と想

定している。地域等への説明を重ね、有識者からも意見
を伺いながら丁寧に進めてきた。（広沢市長、教育長）

質問

答弁

成田たかゆき議員 （自民）
障害者差別のない共生社会の実現

次世代型の車椅子では市バスに乗車できない状況
が続いているが、市長が先頭に立って指導すべきでは。

早期解決に向け、車椅子利用者へ現状を説明し、
私が取り組み状況を確認する中でバス車両を用いた検
証への立ち合いを含め、前向きに取り組む。（広沢市長）

質問

答弁

浅井正仁議員 （自民）
民間のフリースクール利用費用助成
増加する不登校の児童生徒や保護者それぞれの状

況に応じ、寄り添った支援が必要である。東京都同様、民
間のフリースクールに通う世帯への助成を導入しては。

先行実施する都市や通所している児童生徒の状
況等を調査し、具体的な対応等を検討する。（広沢市長）

質問

答弁

岡本やすひろ議員議員 （民主）
終活情報登録制度の必要性に関する本市の見解

遺言書等の情報を事前に登録し、必要な場面で活用
する終活情報登録制度の導入について本市の見解は。
質問

高齢者の不安解消に役立つよう、登録する情報の
整理等の課題や他都市の運用状況を踏まえ、本市の実
情に即した取り組みを検討したい。（健康福祉局長）

答弁

3月10日　田口一登議員 （共産）
名古屋市児童を虐待から守る条例の一部改正
議員提案である本条例が果たしてきた役割や施策

の充実に向けた課題について、改正案に込めた思いは。
本条例は児童虐待対策の指針として定着してき

たが、今後は虐待の発生予防等にも力を入れる必要が
あり、改正案を提案する。（塚本つよし議員（民主））

質問

答弁

2月26日　岡本やすひろ議員 （民主）
広沢市長の愛知県議会議員当時の報酬についての対応

市長給与を800万円とする条例案が上程されてい
るが、市長の県議会議員当時の報酬についての対応は。

1年目の平成23年は、800万円を超える部分は寄
付した。平成24年以降4年目の任期途中に辞職するま
で、規定通りの報酬額を受け取っていた。（広沢市長）

質問

答弁

２月26日　西川ひさし議員 （自民）
プレミアム付き商品券事業の実施に向けた再考
市民に好評の本事業について、事業規模が縮小さ

れているが、年度途中でも事業規模を再検討しては。
申込上限口数は最近の申込状況等を踏まえ5口

で実施することとし、事業規模については申込状況を
見つつ、さまざまな検討を進めたい。（広沢市長）

質問

答弁

♦ 表の市長提出案件①は、次の2件です。【3月10日議決】
・図書館条例の一部改正について
・水処理センター整備運営事業者選定審議会条例の制定について

♦ 表の市長提出案件②は、次の1件です。【３月21日議決】
・令和7年度一般会計予算

♦ 表の市長提出案件③は、次の10件です。【３月21日議決】
・令和7年度国民健康保険特別会計予算 ・令和7年度名古屋城天守閣特別会計予算
・　 同　 水道事業会計予算 ・　 同　 工業用水道事業会計予算
・　 同　 下水道事業会計予算 ・看護修学資金貸与条例の廃止について
・児童福祉施設条例の一部改正について ・水道給水条例の一部改正について
・下水道条例の一部改正について
・名古屋高速道路公社の基本財産の額の変更について
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広報なごや 市会だより（2） 令和7年5月 （３）第195号広報なごや 市会だより



広報なごや 市会だより

広報なごや市会だよりは、古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

（4） 令和7年5月第195号

提出案件の賛否については、２・３面をご覧ください。

■「令和6年度名古屋市一般会計補正予算（第9号）」などの補正予算7件については、全会一致により、いずれも原案どおり可決しました。主な
内容は以下のとおりです。（1万円未満は四捨五入しています。）

■「市長の給与の特例に関する条例の制定について」など36件については、全会一致または賛成多数により、いずれも原案どおり可決しました。
　 ➡「名古屋市図書館条例の一部改正について」は、採決に先立ち、共産から反対討論が行われました。
■《 承認案件 》「補正予算に関する専決処分について」は、全会一致により承認しました。
■《 諮問案件 》「名古屋市中央卸売市場本場の市場施設の使用許可に関する審査請求に
ついて」は、全会一致により異議なき旨の答申議決しました。
■《 人事案件 》「教育委員会の委員選任について」は、全会一致により同意しました。

令和7年度当初予算および関連議案以外の案件

■以下の7件については、全会一致により、いずれも原案どおり可決しました。

議 員 提 出 議 案

国の経済対策に伴う補正（抜粋）

●名古屋市児童を虐待から守る条例の一部改正について
議員提案により制定された「名古屋市児童を虐待から守る条例」について、基本理念等に子どもの権利擁護の視点を加えるとともに、虐待の発生
予防として妊娠期からの切れ目のない支援、また一時保護環境の改善や家庭養育優先の原則に基づく社会的養護の実現により虐待を受けた児童の
ケアを進めることなど、将来を見据えた本市の児童虐待対策のあり方を明確にするため、本条例を改正するものです。

《 条 例 案 》

●年金制度における外国人への脱退一時金に関する意見書
年金の脱退一時金制度について、現状の制度運用における実態や課題を把握した上で、必要な見直しを検討するよう強く要望するものです。

●遊休農地等の拡大防止に向けた農地の活用に関する意見書
遊休農地等の拡大を防ぐため、維持が困難となった大都市近郊の農地の有効活用に向けた課題を研
究し、必要に応じて法改正を検討するよう強く要望するものです。
●高病原性鳥インフルエンザの対策強化を求める意見書
高病原性鳥インフルエンザの発生原因及び感染経路の速やかな解明に取り組むとともに、風評被害
の防止及び防疫措置の円滑・確実な実施のため、高病原性鳥インフルエンザに関する科学的知見や食
品の安全性に関する正確な情報発信について、より丁寧に取り組むことなどを強く要望するものです。
●投票管理者及び投票立会人の報酬の大幅な引上げに関する意見書
投票管理者及び投票立会人の担い手を確保するため、国が定める投票管理者及び投票立会人の費
用弁償額の基準について、大幅に引き上げるよう強く要望するものです。
●オンラインカジノに係る賭博事犯の違法性についてさらなる周知啓発を求める意見書
犯罪の未然防止の観点から、オンラインカジノに係る賭博事犯の違法性についてさらなる周知啓発を図るよう強く要望するものです。

●知的障害者が所持する療育手帳の運用に関する意見書
調査研究の成果を踏まえ、早急に療育手帳を法律に基づく全国共通の施策とするよう強く要望するものです。

《 意 見 書 》

その他（抜粋）

障害児通所給付費
(25億9,318万円）

障害児通所支援事業
所の利用量の増加等に
よる補正

子どものための
教育・保育給付等
（36億3,134万円）

国の人事院勧告に伴
う公定価格の引上げ等
による補正

校舎等のリニューアル改修（136億4,601万円）

校舎等の屋上防水工事、内装･外壁改修、トイレ改修等

学校体育館空調設備の整備（31億8,110万円）

教育環境の改善および災害時における避難所としての
環境改善を図るため、空調設備を整備

地域経済活性化促進事業
（マニフェスト関連) 
（66億1,800万円）

物価高騰の影響が続く中、地域
経済の活性化を図るため、紙および
電子のプレミアム付き商品券を発行

意見書の全文は、名古屋市ウェブサイト（市会情報）でご覧いただけます。

令和7年度の議会予定
令和7年度の議会の予定は次のとおりです。
（なお、この予定は変更されることがあります。）

５月臨時会
5月20日（火）
5月22日（木）

6月定例会
6月17日（火）
7月 3 日（木）

9月定例会
 9 月12日（金）
10月16日（木）

11月定例会
11月17日（月）
12月 5 日（金）

2月定例会
令和8年

2月18日（水）
3月23日（月）

名古屋市ウェブサイト（市会情報） https://www.city.nagoya.jp/shikai/ 

陸前高田市議会議員と懇談を行いました
令和7年1月29日に、岩手県陸前高田市の及川修一議
長はじめ市議会議員の方々が名古屋市会を訪れ、田中里佳
議長・田邊雄一副議長や各会派の団長等と懇談を行い、交
流を深めました。名古屋市会と陸前高田市議会は、友好都
市となった両市の交流が末永く続けられるよう、平成30年
4月に友好交流協定を締結しており、さまざまな交流を
行っています。

中学生と意見交換会を行いました
主権者教育の観点から、若い世代の皆さんに政治や市
議会に対する関心を深めてもらうため、令和７年２月２８日
に田中里佳議長・田邊雄一副議長が有松中学校の生徒4
人と意見交換等を行いました。
意見交換では、生徒からは学校行事をもっと盛り上げる

ための方策を知りたいという質問や生徒に配備されてい
るタブレットの現状に関する意見等の発言がありました。


